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パ ネ ル

八

月
末
日

現
在
で、

約
一

万
点
の

書
簡
を

確
認
し

た
。

多
く
が

常
観
宛
の

書
簡
で

あ
る

が
、

弟
の

常
音
な

ど

関
係
者
宛
の

書
簡
も

含
ま

れ
る

。

　

書
簡
目

録
か

ら
指
摘
で

き

る

こ

と

は
、

常
観
の

影

響
力
と

人
脈
が
読
み

取
れ
る

こ

と

で

あ
る

。

常
観
宛
の

書
簡
は、

交
友
が
あ
っ

た

仏
教
界
関
係

者、

常
観
の

説
教
を

聞
法
し
た

者、

全
国
各
地
の

信
者
な
ど

か

ら

の

も
の

で

あ
る

。

と
く
に

求
道
会
館
は

東
京
帝
大
と

＝
咼

の

近

隣
に

位
置
す
る

こ

と

か

ら
、

両

校
の

教

官
・

学

生
・

出

身
者
な

ど

知

識
人

層
の

書
簡
も

多

い
。

ま

た

常
観
は

大

谷
派
僧
侶
だ
が、

本
願
寺
派
な
ど

他
宗

派
僧
侶
か

ら

の

書
簡
も

あ
り、

一

派
に

収
ま
ら
ず
仏

教
界
に

大
い

に

影
響
を

与
え
て

い

た
こ

と

が

伺
え

る
。

因
み

に

同
地
は
浩
々

洞
発
祥
地
で

も
あ
り、

清
沢
満

之
な
ど

浩
々

洞
関
係

者
宛
の

書
簡
も
あ
る

。

　

注
意
す
べ

き

点
は

、

は
が
き

よ

り
も
便
箋
の

方
が

、

情
報
量
は

多
い

こ

と

で

あ
る

。

常
観
は

、

そ
の

存
在
ゆ
え
に

各

方
面
の

著
名
人
か

ら
の

書
簡

が

多
い

が
、

年
賀
状
か

ら
は
人

柄
と

教
養
が

見
え
て

興
味
深
い

が

文

字
数

は

少
な
い

。

む
し
ろ

便
箋
に

書
か

れ

た

も
の

が

情
報
量
は

多
く
、

そ
こ

に

は

有
名
無
名
を
問
わ

ず
、

様
々

な

人
物
か

ら

の

信
仰
告
白
が

記
さ

れ
て

い

る

こ

と
が

少
な
く
な
い

。

一

例
を

挙
げ

れ
ば
、

宮
沢

賢
治
の

父
で

あ
る

政

次
郎
は、

熱
心
な
真
宗

信
者
で

常
観
と

親
交
が

あ
っ

た
。

政
次
郎
の

書
簡

も

あ
る
が、

賢
治
の

妹
ト

シ

が

常
観
に

宛
て

た

書
簡
二

通
（
大
正

四

年
四

月
二

四
日、

五

月
二

九
日

付
）

が

残
さ
れ
て

い

る
。

日

本
女
子

大
に

入
学

し
た

ば

か

り
の

ト

シ

の

心
の

内
面
が

そ
こ

に

記
さ

れ

て

い

る
の

で

あ

る
。

　

本
科
研
は
、

平

成
二

三

年
度
ま

で

の

継
続
を

予
定
し

て

い

る
。

求

道
会

館
所
蔵
の

史
料
に

つ

い

て
、

分
類
と

評

価
は

今
後
の

課
題
で

あ
る

。

最
終

年

度
ま
で

に
、

重

要
な

書
簡
の

翻
刻、

史
料

総
目
録
の

公
表
を

計
画
し
て

お

り、

常
観
の

影
響
力
を
実
証
的
に

明
ら

か

に

し
た
い

と

考
え

て

い

る
。

パ

ネ
ル

の

主
旨
と

ま

と

め

岩

　
田

　
文

　
昭

　

真

宗
大
谷

派
の

僧
、

近
角
常
観
は

東
京
本
郷
に

求
道
会

館
・

求

道
学

舎

を

設
け、

そ

こ

で

大
正
・

昭
和
初
期
の

主
と

し

て

知
識
人
青

年
に

大
き

な

影

響
を

与
え
た

。

し
か

し
、

近
角
の

研
究
は

こ

れ

ま

で

皆
無
と

い

っ

て

も

い

い

状
態
で

あ
っ

た
。

そ

の

よ

う
な

状
態
と

な
っ

て

い

る

理
由
は
い

く
つ

か

あ

る

が
、

そ
の

最
大
の

理

由
と

し

て
、

近
角
の

存
在
意
義
が

従
来
の

学

問
の

内
部
に

納
ま
り
が
た

い

こ

と

を

あ
げ
る

こ

と

が
で

き

る
。

そ
の

影
響

は、

さ

ま

ぎ
ま

な

学
問
分
野
に

属
す
る

領
域
に

及
ん
で

い

る
。

個
別
の

学

問
は

日

々

進
歩
し、

そ

の

分
析
が

精
緻
に

な

る

だ

け
に、

か

え
っ

て
、

学

問

横
断
的
な

影
響
力
を

残
し
た

思
想

家
の

姿
は

捉
え
に

く
く
な
る
。

本
パ

ネ
ル

の

発
表
者
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
宗
教

研
究
へ

の

関
心
を
も
ち、

よ

っ

て

た

つ

学
問
的
方
法
論
も

異
な
る

。

本
パ

ネ
ル

は、

異
な
っ

た

視
点
か

ら
、

近
角
を

論
じ
る

こ

と

で
、

こ

れ
ま
で

看
過
さ

れ

て

き
た

日
本
の

近
現
代
の

宗
教
史
・

精
神
史
の

い

く
つ

か

の

側

面
に

新
た

な

光
を
あ
て

る
こ

と

を

試

み

た
の

で

あ
っ

た
。

　

発
表

者
の

碧
海
寿
広
は
、

近
角
が

刊

行
し

た

雑
誌
『

求
道』

に

記
載
さ

れ

て

い

る

信

者
の

信
仰
告
自
の

形
態
に

着
目
し、

近
代
に

お

け

る

新
た

な

信
仰
告
白
の

登

場
の

意
味
に

つ

い

て

考
察
し
た

。

岩
田
文
昭
は

、

近
角
の

説
教
を

聞
い

た

知

識
人
青
年
の

近
角
受
容
に

つ

い

て
、

と

く

に

二

人
の

宗

教

哲
学
者、

三

木

清
と

武
内
義
範
の

思
想
を
取
り
上
げ
て

論
じ

た
。

ラ

イ

ア

ン

・

ワ

ル

ド
は、

大
正

後
期
か

ら

生
じ
た
「

句
仏
上
人
の

僧
籍
削
除
問
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題
」

に

お

い

て

句
仏
を

擁

護
し
た

近
角
の

状
況
を

解
明
し

た
。

句
仏
の

処

分
に

つ

い

て

の

「

法
的
」

根
拠
を

問
う
た
近

角
の

批
判
は
、

そ
れ

自
体
は

正

当
な
も
の

で

あ
っ

た

も
の

の
、

大
谷
派
の

伝
統
・

伝
灯
を
重
ん
じ
る

と

い

う
点
で、

い

わ

ゆ
る

「

近

代
化
」

の

流
れ
と

は

相
反
す
る
独
自
の

位
置

に

立
っ

た
の

で

あ
る

。

大
澤

広
嗣
は、

調
査

中
の

求

道
会
館
所
蔵
史
料
の

概
要
を
紹
介
し
て、

史
料
に

関
す
る

情
報
を

多
く
の

研
究
者
が

共

有
す
る

こ

と

を
試
み

つ

つ
、

近
角
の

重
要
性
を
示
し
た

。

　
こ

れ
ら
の

発
表
に

対
し

て
、

島
薗
進
は
、

近
角
常
観
と

求
道
会
館
所
蔵

資
料
の

意

義
を
海

老
名
弾
正

の

本
郷
教
会
な
ど

と

対
比
さ
せ

、

「

近

代
日

本
仏
教
史
上、

近

代
日

本
宗
教
史
上
の

ひ

じ

ょ

う
に

重
要
な

資
料
」

と
み

な
し

て
、

以
下
の

よ

う
に

そ
の

意

義
を
五

点
に

お

い

て

指
摘
し

た
。

第
】

に、

近
角
の

生
涯
と

思

想
に

関
し

て、

近

代
的
な

宗
教
思

想
・

仏
教
思

想
・

真
宗
思

想
と
し

て

考
察
す
る

意
義
が

あ
る

と
し
た

。

第
二

に、

「

近

代
的
な

宗
教
性
の

早

期
の

現
れ

と
し

て
」 、

と

り

わ
け、

当
時
の
】

高、

東

大
の

教
養
文
化
の

中
の

宗
教
の

重
要

性
を

理

解

す
る

上

で、

求
道
学

舎
・

求
道
会
館
と

近
角
グ
ル

ー

プ

の

宗
教
活
動
の

意
義
を

認
め

た
。

第
三

に
、

「

清
沢
満
之

・

浩
々

堂
の

人
々

と

の

人
間
的
関
係、

近

代
思

想
史
・

文

学
史
上
・

心
理

学
史
上

の

影
響

力
」

に

関
す
る
意
義
を

指
摘
し
た

。

第

四
に

、

近
代
仏
教
教
団、

と

く
に

近
代
大

谷
派
の

歴
史
の

理
解
に

関
わ
る

事

柄
に

お

け
る

意

義
を、

第
五

に
、

日

本

宗
教

史、

と

り

わ

け

宗
教
法

案、

宗
教
と

国
家

・

政
治
の

あ

り
方
に

関
わ

る

事
柄
に

お

け
る
意
義
を

指

摘
し
た

。

そ

の

上
で
、

島
薗
は

、

発
表
者
全

員
に

対
し

て
、

以
下
の

よ
う

な

質
問
を

提
示

し

た
。

す
な

わ

ち
、

「

清
沢

満

之
や

清
沢
門

下
と

共

通

点
・

類
似
点
と

相
違
点
は

何
か
」 、

「

近
角
の

大
き

な

影
響
力
の

理
由
は、

思

想
に

あ
る

の

か
、

そ
れ

以

外
の

理
由
が
あ
る

の

か
」 、

「

な

ぜ
、

か

く
も

大
き
な

影
響

力
を
も
っ

た
の

か
」 、

さ

ら
に、

そ

も
そ
も

「

近

角
の

思

想

の

主
要
な

特
徴
は

何
な
の

か
」

と

い

っ

た

質
問
で

あ
る

。

そ

し

て、

各

発

表
者
に

対
し
て

も

個
別
の

質

問
を
出
し
た

。

ま

た
、

会
場
か

ら
は、

近

角

の

後
継
者
が

出
な
か

っ

た

理
由
や、

近

角
の

信
徒
と

他
の

宗

教
運

動
の

信

徒
と

の

比
較
に

関
す
る

質
問
が

だ
さ
れ

た
。

こ

れ

ら
の

質
問
に

対
し
て
、

発
表
者
が

明
確
に

答
え
た

も

の

も
あ
っ

た
が、

ま

た

今
後
の

課
題
と

し

て

残
さ

れ

た
も
の

も
あ
っ

た
。

い

ず
れ
に

し
ろ、

本
パ

ネ
ル

は
、

活
発
な

質

疑
応

答
を

も
た

ら

し

た
こ

と

で、

近

角
研
究
の

幕
開
け
を
告
げ
る

こ

と

が

で

き

た
と

思
わ

れ
る

。
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